
       
 平

成
25
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料 

４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

１
万
５
＊
０
４
０
円
（
月
額
）
で
、
前

年
度
（
１
万
４
＊
９
８
０
円
）
よ
り
60

円
高
く
な
り
ま
し
た
。 

 

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給

開
始
年
齢
引
上
げ
が
は
じ
ま
り
ま
し

た 

厚
生
年
金
に
１
年
以
上
加
入
し
て
い

た
方
は
、
現
在
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る

ま
で
「
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
」

を
受
け
取
れ
ま
す
が
、
平
成
25
年
度
に

60
歳
に
な
る
男
性
か
ら
、
平
成
37
年
度

に
か
け
て
段
階
的
に
受
給
開
始
年
齢
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。 
 

た
だ
し
、
年
金
事
務
所
で
「
繰
上
げ

請
求
」
を
す
れ
ば
、
受
給
開
始
年
齢
よ

り
も
早
く
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

な
お
、
様
々
な
注
意
点
も
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
旭
川
年
金
事
務
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

                             

                              

20
歳
が
ス
タ
ー
ト
！
国
民
年
金 

 

公
的
年
金
に
は
国
民
年
金
、
厚
生
年

金
、
共
済
年
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
国
民
年
金
に
は
日
本
に
住
む

20
歳

か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て
の

方
が
加
入
し
、
共
通
の
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る
方

は
、
同
時
に
厚
生
年
金
（
会
社
員
）
や

共
済
年
金
（
公
務
員
な
ど
）
に
も
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
、
年
金
を
受
け
取
る

時
は
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
た
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

 

保
険
料
は
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る

ま
で
の
40
年
間
納
め
ま
す
。 

月
々
の
保
険
料
は
、
翌
月
末
日
ま
で

に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
保

険
料
の
納
め
忘
れ
（
未
納
期
間
）
が
あ

る
と
、
将
来
、
受
け
取
る
年
金
額
が
減

っ
た
り
、
万
一
の
と
き
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

住
民
課
戸
籍
年
金
医
療
グ
ル
ー
プ 

（
電
話
34
‐
２
１
２
１
内
線
４
１
３
） 

日
本
年
金
機
構 

旭
川
年
金
事
務
所 

（
電
話
０
１
６
６
‐
72
‐
５
０
０
２
） 

生年月日 報酬比例部分の受給開始年齢 

昭和 28 年 4 月 1 日以前 60 歳 

昭和 28 年 4 月 2 日～昭和 30 年 4 月 1 日 61 歳 

昭和 30 年 4 月 2 日～昭和 32 年 4 月 1 日 62 歳 

昭和 32 年 4 月 2 日～昭和 34 年 4 月 1 日 63 歳 

昭和 34 年 4 月 2 日～昭和 36 年 4 月 1 日 64 歳 

昭和 36 年 4 月 2 日以降 65 歳（老齢厚生年金） 

 

生年月日 報酬比例部分の受給開始年齢 

昭和 33 年 4 月 1 日以前 60 歳 

昭和 33 年 4 月 2 日～昭和 35 年 4 月 1 日 61 歳 

昭和 35 年 4 月 2 日～昭和 37 年 4 月 1 日 62 歳 

昭和 37 年 4 月 2 日～昭和 39 年 4 月 1 日 63 歳 

昭和 39 年 4 月 2 日～昭和 41 年 4 月 1 日 64 歳 

昭和 41 年 4 月 2 日以後 65 歳（老齢厚生年金） 

 


